
このレビューの目的は何か？
このキャンベル系統的レビューは、女性の
ESHG（経済的自助グループ）が低・中所得国の
女性たちに及ぼす効果について検討している。こ
のレビューではまた、ESHG会員の女性参加者の
経験を通して、女性たちに力を与えるメカニズムに
ついても検討している。レビューは、23件の量的
研究と11件の質的研究から得られた知見を要約
している。これらの研究の大部分は南アジアで行
われた。

女性の経済的自助グループ（ESHG: Economic Self-
help groups）は、低・中所得国の女性たちの経済的、
社会的、政治的エンパワーメントに対してプラスの影
響を与える。

このレビューは何に関するものなのか？
これまで女性たちは、財政的資源、医療、教育、政
治への参加が制限されてきた。政府や開発局、市民
団体は、この実質的不平等に対処するための女性の
自助グループを支援している。

経済的自助グループ（ESHG）は、女性たちに資金を
受ける機会も提供、つまり女性たちの経済的エンパ
ワーメントを目的とするプログラムである。ESHGでは、
集団内での融資を促進するための一定期間の共同
体貯蓄からはじめて、徐々に大きな額の融資を提供
する。ESHGの中には、生活のスキルやビジネス・財政
的スキル、共同体参加のトレーニングという要素も含
まれる。

このレビューでは、低・中所得国の女性たち１人ひとり
のエンパワーメントに対するESHGの影響が検討されて
いる。パートナーからの暴力やスティグマ、失望感、個
人の幸福に対するESHGによる有害転帰（Adverse 
outcome）が評価された。最後に、レビューではESHG
が女性のエンパワーメントを引き起こすメカニズムを説
明している。

このレビューにはどのような研究が含まれているか？
このレビューに含まれている研究は、低・中所得国の
すべての年齢の女性のエンパワーメントに対する
ESHGによる影響を検討している。23件の量的研究
（17件はインドとバングラデシュの研究にもとづいてい
る）からエビデンスが得られている。それぞれの研究で
は、介入なし、つまり「通常通りのビジネス」とESHGの
効果が比較されている。また、ESHG参加者女性の視
点を通じた女性へのエンパワーメントのメカニズムを調
査するために行われた11件の質的研究（9件はインド
の研究）が含まれている。
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ESHGは、特にトレーニング
と組み合わせたとき、女性
に対して経済的、社会的、
政治的な力を与えることが
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このレビューの主な結果は何か？
ESHGには、女性が家族数を決定する力や社会移動の
ような社会的エンパワーメントだけでなく、経済的・政治
的エンパワーメントに対してもプラスの影響がある。一方
で、女性の心理的エンパワーメントに対してプラスの効
果があることを示す質的エビデンスはない。しかし、質
的研究によって、ESHGに参加した女性は自分自身に
心理的なエンパワーメントがあったと感じているというこ
とが示唆された。

財政教育・ビジネス教育や生活スキルのトレーニングの
ような要素のあるESHGには、トレーニングを行わないプ
ログラムよりも、大きな効果がある。エンパワーメントを促
進する重要なメカニズムは、以下の通りである。まず会
計スキルを獲得すること（経済的エンパワーメント），つ
ぎに他の人の前で発言する能力や、家庭内の意思決
定に参加する権利を獲得すること（心理的エンパワーメ
ント），またネットワークを改善し、仲間のグループとの支
援と連携を経験すること（社会的エンパワーメント），さら
に政治的文脈と個人の権利について理解した上でより
広い社会参加を行う権利を得ること（政治的エンパワー
メント）である。

家庭内暴力のレベルが上がったというエビデンスはな
かった。女性たちがパートナーや家族から尊重され、家
庭内の意思決定に参加する権利を獲得するにつれ
て、ESHGが家庭内暴力を減少させる可能性があるとい
うことが量的データによって示唆されている。ESHGに参
加した女性が失望や不信感、スティグマを経験したと
報告する研究はほとんどなかった。一方でESHGは最貧
層のひとたちには届いていなかった。「貧困層のなかで
も最も貧しいひとたち」は、経済的・宗教的理由や、自
主的選択のメカニズムからESHGに参加していない。

このレビューの結果は何を意味するのか？
ESHGには、女性たちを経済的、社会的、政治的にエン
パワーメントできる可能性がある。トレーニングの要素は
ESHGのエンパワーメントの効果を強化するためのデザイ
ンの一つとして捉えるべきである。ESHGのデザインはま
た、その地域に合わせて行われるべきであり、ESHGが
最貧層の人たちに届けられるよう、参加への障壁に対
する対処がなされるべきである。

ESHGに関してはより厳格な質的研究が必要である。こ
れにはESHGがエンパワーメントを増加させる経路やメカ
ニズムについてよりよく理解できるような研究だけでな
く、プログラムやトレーニングの要素に関する、より包括
的で詳細な説明が含まれる。

このレビューはどれくらい最新のものか？
このレビューの著者らは1980年～2014年1月
の間の研究を検索した。このキャンベル系統的
レビューは2015年11月に発行された。

キャンベル共同計画とは何か？
キャンベル共同計画は、系統的レビューを公開
している、国際的・自主的・非営利の研究ネット
ワークである。我々は、社会および行動科学の
プログラムに関するエビデンスの質を評価し、ま
とめている。我々の目的は、人々がより良い選
択そして政策決定ができるように手助けをするこ
とである。
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